
大正10年
（1921年）12月

 神戸高等工業学校設立と機械科設置

昭和12年
（1937年）8月

 工業技術員養成科設置

昭和14年
（1939年）4月

 精密機械科設置

昭和14年
（1939年）4月

 工業技術員養成科を機械技術員養成科に改称

昭和17年
（1942年）3月

 機械科に第二部を設置

昭和19年
（1944年）4月

 精密機械科に第二部を設置

昭和19年
（1944年）4月

 神戸高等工業学校を神戸工業専門学校に改称

昭和23年
（1948年）3月

 機械科および精密機械科の第二部を廃止

 神戸大学が新制大学として発足（文理学部、教育学部、法学部、

 経済学部、経営学部、工学部の6学部で構成）

 神戸工業専門学校は神戸大学工学部に統合（建築学科、電気工学科、

 機械工学科、土木工学科、工業化学科の5学科で構成）

昭和26年
（1951年）3月

 神戸工業専門学校はその役を終える

昭和43年
（1968年）4月

 生産機械工学科設置

平成04年
（1992年）4月

 機械工学科と生産機械工学科を機械工学科として改組

昭和30年
（1955年）7月

 工学部に工学専攻科設置（機械工学専攻ほか）

 大学院工学研究科（修士課程）設置

 (建築学、電気工学、機械工学、土木工学、工業化学、計測工学の６専攻)

昭和39年
（1964年）3月

 工学専攻科を廃止

昭和47年
（1972年）4月

 大学院工学研究科修士課程に生産機械工学専攻設置

昭和54年
（1979年）4月

 大学院工学研究科に生産科学専攻（博士課程）設置

 大学院自然科学研究科(博士課程)設置（理学部・工学部・農学部主体）

 (生産科学、物質科学、システム科学、資源生物科学、環境科学の５専攻)

工学研究科生産科学専攻（博士課程）が大学院自然科学研究科（博士課程）

博士課程を擁す大学院工学研究科は修士課程を擁す大学院工学研究科となる

 大学院自然科学研究科の改組

 大学院工学研究科修士課程は自然科学研究科博士課程の前期課程に移行 

 自然科学研究科は修士課程（博士前期課程）と博士課程（博士後期課程）

 国立大学の法人化に伴い国立大学法人神戸大学と称す

 国立大学法人神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻・工学部機械工学科

大学院自然科学研究科改組，工学研究科(博士課程(前期・後期課程))設置

(建築学、市民工学、電気電子工学、機械工学、応用化学、情報知能学専攻)

平成27年
（2015年）3月

 自然科学研究科はその役目を終える

 神戸大学機械クラブ会員が巣立った母校の歴史

昭和24年
（1949年）5月

昭和24年
（1949年）5月

昭和56年
（1981年）4月

同年4月

昭和39年
（1964年）4月

平成16年
（2004年）4月

平成19年
（2007年）4月
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平成6年
（1994年）4月

Tokunaga
テキストボックス
坂口忠司先生の4月24日（日）投稿の著述内容について整形加工することを快諾いただき，表形式に表現したものです．
現在の機械クラブ構成員がこのような歴史背景のもとにあることを改めて認識させてくれるものでした．（小嶋弘行）
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